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1.はじめに 

 現在日本では、オリンピック需要で都市開

発等のインフラ整備が活発化する中それに

比例して、日本各地で様々な都市問題が発生

している。日本全体でみると、少子高齢化・

人口減少、大都市では人口増加し、地方では

人口減少する一極集中などが都市問題とし

て挙げられる。また、SNS の発達により直面

的なコミュニケーションが減少しているこ

とも懸念されている。これらの現状の問題の

中でも私が注目したのがコミュニティに関

する問題である。経済の成熟により人々のラ

イフスタイルは変化しており、大都市圏では

コミュニティの希薄化が課題となっている。

さらに、コミュニティに関する中でも、スタ

ートアップやオープンイノベーションなど

のビジネス面のコミュニティに焦点を当て

ていく。 

 そこで本研究では、上記の問題を解決する

ために、スタートアップやオープンイノベー

ションなどのビジネスへのコミュニティ・コ

ミュニケーションの重要性を明らかにし、こ

れからのビジネスにおけるコミュニティ・コ

ミュニケーションの活用・活用方法について

検討し、考察していく。 

 

2.研究方法 

2.1 研究目的 

 本研究では、スタートアップやオープン

イノベーションなどのビジネスへのコミュ

ニティ・コミュニケーションの重要性を明

らかにし、これからのビジネスにおけるコ

ミュニティ・コミュニケーションの活用・

活用方法について検討し、考察することを

研究目的とする。 

 

 

 

2.2 研究目標 

 事例分析・ケーススタディにより、スタ

ートアップやオープンイノベーションなど

のビジネスにコミュニティの活用が影響を

表すことを研究目標とする。 

2.3 研究方法 

 事例研究・ケーススタディ方式及び統計

分析を用いて仮説・検証を行う。 

 

3.先行研究 

(1) 産業集積と産業クラスターについて 

(2) 企業コミュニティについて 

(3) ベンチャーエコシステムについて 

上記(1)は、岡本義行『産業集積の転換可能

性― なぜ産業集積は進化するのか―』イノ

ベーション マネジメント No.6 pp23-40 ¹⁾

で表すことができ る。(2)は、今村誠、大場

みち子『企業における知識創造のためのコミ

ュニケーション基盤に関する一考察』（2008）

² ⁾で表すことができる。(3)は、岸本千佳司

『シリコンバレーのベンチャーエコシステ

ムの発展：「システム」としての体系的理解

を目指して』（2018）³⁾で表すことができる。 

 

4.現状分析 

4.1 日本の起業意識  

 

図 1 世界の起業意識ランキング（2015） 
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4.2 日本の起業モチベーション 

 

図 2日本の起業モチベーション（2015） 

 

4.3 ビジネスとコミュニティの現状 

 企業がビジネスで取り組むコミュニティ

づくりは、商品のブランド以外を目的とした

ものもあり、3 つのパターンに分類できる。 

①顧客との接点をつくり、製品やサービスを

ユーザーに届けるためのコミュニティ 

（例）ヤッホーブルーイング（よなよなエー

ルイベント）など 

②採用などを目的としたコミュニティ 

（例）メルカリなど 

③業界向けの学ぶコミュニティ 

（例）デザインカンパニーの Goodpatch と

DeNA（UI Crunch イベント） 

5.問題点の抽出 

スタートアップ資金調達額は、年々上昇して

いるが、起業との関わりがアメリカなどの欧

米諸国と比較すると薄いことが明白である。

このことから、日本でのスタートアップへの

意識の低さ及びスタートアップコミュニテ

ィの活性化が問題として考えられる。 

6.対応策（仮説） 

知識創造のコミュニティ形成の場の活性化

を行う必要があると考えた。 

7.検証 

 本研究では、ケーススタディ方式及び統計

分析を用いて検証行う。 

7.1 事例分析 

7.1.1 シリコンバレー 

 地元企業・地方自治体・大学のリーダー・

地域の市民起業家は、NPO のジョイントベン

チャー：シリコンバレー・ネットワークを設

立し、産学官民連携、コミュニティにより、

地域の再活性化を行った。 

7.1.2 エストニア（Skype） 

 Skype により、IT エコシステムが発達して

おり、スタートアップコミュニティが活性化

している。 

①e-services がつくる手続きの簡易化 

②コミュニティの循環システム 

③開かれたコミュニティ 

このポイントにより、起業へのハードルの低

さと充実したコミュニティがつくる「安心感」

が生まれ、スタートアップ文化が育まれると

考えられる。 

7.3 考察 

 シリコンバレーとエストニアの事例分析

からスタートアップやオープンイノベーシ

ョンなどの知識創造には、コミュニティがと

ても重要だと考えることができる。 

8.おわりに 

 本研究では、スタートアップやオープン

イノベーションなどのビジネスにおけるコ

ミュニティ・コミュニケーションの重要性

について事例分析を用い、検証を行った。

今後はスタートアップやオープンイノベー

ションなどのビジネスにおけるコミュニテ

ィ・コミュニケーションの重要性について

の定量的な分析を用い検証を行っていく所

存である。 
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